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い ) 与 式 = 0

.

35
～

(2 ) 与 式 = - 9 ± 2
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8
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8
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( 4) 与 式 =
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' b
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'

b 2

= - 2
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②
( 1

)

3 x - 7 = 8 - 2 x

② 3 x + 2x = 8 t 7

⇒ 5 x = 15 : x = 3
～～

( 2 ) 解 の公式INで-
(=

2

- 7 ± 「形1
ニ

2

( 3 )

下位 デタ 最大値

～ ^
験×

第 3 四分位数
最小値 中央値 == 13

第 1 四分位数

① 中央値 は= 13 m

～

②

T



( 4 )

OOAC において
, OA .

OC

二 は 半径 なので OA = OC

: .GOAC は =等辺三角彡
②

く

) 1100 :

∴ LOAC = LOCA より

～

70① :
LOCA = 1700

ィ 807
L OAC の 内角 の 和 より

ー

l
"140

∠ AOC = 1800 - 70
-

' 700

= 40
”

ACT : CD =① : ③ より ∠ AOC : LCOD = 1 : 2

よって ( COD = 80
^

点 D は 円 O の 接線 なので ∠ ODE = 900

また , LOCE = 180 - 70
"

= 1100

よ
, て □ ODE C の 内角 より

∠ CED = 360
-

( 10 "-80 - 90
"

)

=800
m

( 5) 円周角 の定理 より P
.

C
.
D が同一円周上 にあれば

良い 。
∠ ADC = 90より AC を 直径 とする 円周 に

点 D がある
。

.

⇒ AC の 垂直 = 等分線

*) がこの 円 の 中心

⇒ この 円 と AB の 交点が

P である
。



( 6 )

の 袋 A から 1 の 赤玉
,
袋 B から 2 の 赤玉 と 3 の 白玉 を

取 り 出 したので , 1 × 2 + 3 = 5
点

② 樹形国 は 以下 の 通 り

A B 得点 A B 得点

2to × 2 =2

×
o赤一白 品3

= 3、 O 赤
√3
日

2 t

0 ×

3370
=6

響二[

“
災
s= ;普 “い

3 赤 ～ 3 白 1 × 3 t3 = 6 3 赤 一 3 白 2 × 3 t3 =I
王、 の 取 り 出 し 方 は 全部 で 12通 り

。
そのうち 得 点 が

奇数 となるのは 4 通り
。
よって 求 める確率 は

鵠き
( 7 )

の① 2回目ですれ違う

.
.

.
→↑
450秒で 50m

40秒で 50 m



妹 と姉 が 2 回目 ですれ 違 うのはピニクと青 のグラマの

点交 である 。

妹 : 50秒 で 50 m進 むので
50 ÷ 50 = 1 : 毎秒 1 m ⇒ 負 きの 大きさは !

姉 : 40 秒 で 50 m 進 むので

50 - :40 = 1 .25 : 毎秒 1

. 25 m ⇒傾 きの 大 きさは

1 . 25
.

妹 のグラフについて
妹 のグラフを Y = x t b とおと

～

( 50
,
0 ) を 通 るので

石上 がりなので傾 きな 1

0 = 50 th ⇒ b = -

50
よ
2 , y = x - 50
-

凶姉 のグラフについて
姉 のグラフを Y = - 1 .

25 xtb とお*
～

( 68 .
0 ) を 通 るので

右下 がりなので 傾きは 一 1 . 25
m

0 = - 1
.

25 × 08 tb ⇒ b = 85

よ , て
y

= - 1 . 25x + 85 - ②

ゆえに 交 点 はのを ② に 代入 して

x- 50 = - 1 . 25 xt 85

2
.

25 x = 135 : x = 60

よって
,
2 回 目 にすれ違 うのは 妹 がスタ ー トしてから

60 秒後mm



(2 )

人 Y 傾き b 傾 き 一 b 須き 1 . 25

- - -

-
--* ↓ ↓ ↓
v

七傾 き ー 1
.

25

妹 平泳ぎ

…
…

…8 r

姉 影 クロ ー ル

～ 50 58 88 100 of
> x

以

a秒後 、
40秒前

姉 のクロ ー ルは 毎秒 1 .

25 m で 進 むので 50 m進 むのに

かかる 時間 は

50 ÷ 1 . 25 =40
秒

姉 のゴ ー ルは 妹 よりも δ 秒 遅 れていたので
、

妹 が 出発 してから 108 秒後 にゴー ルしたことになる
～～

よって 姉 がクロ ー ルをしはじめた 時間 は 妹 が 出発 し

てから 68秒後 である
mm

x = 58 のとき 妹 のグラフは 緑 のグラフである 。

⇒ ( 1 ) より y = x - 50

ては
= x - 50 : c = 58 を 代入 して

Y = 58 - 50

= 8
～



人 Y 傾き b 傾 き 一 D 傾き 1 . 25

25--( ↓ ↓
v と

頃き- 1
.

25

妹 平泳ぎ

…
…

……8 r

姉 警 クロ ー ル

ひ 50 58 88
>x, 0008

a秒後 W

10秒秒

よって 姉 の 平泳ぎは 10 秒 で 8m進むので 速 さは

8 : 10 = 0
.

8 ∴ b = 0
.
8

～m

また 。 姉 の 平泳 ぎで 50 m進むのにかかる時間 は

50 ÷ 0
.

8 = 62
.

5秒
～
～

人 Y 傾き b 傾きつ 須 き 1 . 25

25--( ↓ ↓
r と

傾き ー 1
.

25

妹 平泳ぎ

……

…8 r

姉 警 クロ ー ル

a

秒後50
>x, 0008

62
. 5秒前

よて 姉 が 出発 した 時間 は妹 が 出発 して
68 - 62

.

5 = 5
.
5秒 ⇒ a = 5

.
5

～～



③
( )

① ア : 度数 が最 も 大 きいのはい 人 であり
、

そのときの 最頻値 は 35 ～ 40 である
m

よて 誤 り

イ : 45 kg 未満 の 人数はの
1 け 3 + 3 + 5 =⑫

である
。

よって 正 しい

り : 範囲 = 最大値一最小値
表 2 には 25 ～ 30

,

50 ～ 55 がそれぞれ 1 人

いるが 表 しにはいない 。

∴ って 表 2 の 方 が 範囲 は 大き～

よって 誤 り

ェ⑩ 表 1 α 30 ~ 35 の 相対度数は

= 0 . 16

表 2 の 30 ~ 35 の相対度数は

才 = 0
.

2

よって 表 しの 方 が 相対度数 は 小 さツ
mm

～

よって 正 しい

以上 より
, Imm



② 1 組 において 握 かが 40 kg 未満 の 人数 は
0 t 4 + 1 = 15 人

よて 累積相対度数は

= 0 . 6

1組 と 2組 を 合 わせた 40 kg 未満 の 人数 は
0 + 4 t 1 " ← 1 + 3+
3 ～

～2
組

22 人

1 組

よって累積相対度数 は

= 0 . 55

したがって 累積相対度数 1組は 、 の 方 が 大 きので

1 組 の 男子 から 選 んだ 方 が 選 ばれやすい
よて2

(2 )

平均値 =
各生徒 の合計

15

を 利用 して

谷生徒 の 合計 = 15 ×平均値

平均値 が 0 . 4 kg 増 えるには 各生徒 の 合計 が
0

.
4 × 15 = 6 kg

増 える 必要 がある
。
今
,
美咲 さんのみの 握力 が増える

ことを 考えているので美咲 さんの 握力 が 6 kg 増 えれば
良 い

。 よって 21 kg + 6 kg = 27kgmm



⑨ 美咲 さんの 握力 が 6 kg 増 え
,
他 の 生徒 の 握力 は

変 わらないので 平均値 は

= 0 . 15kgm

増 える

④
( )

た
E

4
\
H

\
ッ\ 議 議 /

「G
'4'

1

D EFGH は 等脚台形 なので

FX = PG

よて

PG==
FX + PG = 8- 4 = 4 cm

FX = PG より PG = 告 = 2 cm

( 2 ) OHPG で 三平方 の 定理 より

HP = V72
: 305 m
～

=√4945= 3 √5



い

丫

左国 のように 点 と
,
Z をとる

\ 対称性 から笘 EY = と H = 2 cm

GG
F Z = ZG = 4 cm

である
OEYQ と OGE Q におて

EY " G Z より 錯角 が 等 いから

∠ QEY = LQ G Z 一 の

LQ YE = LQZG ー②

①
.

② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
OEYQ ∞ OGEQ

対応 する 近 の 比 は 等 しから
EY : GE = YQ :

EQ
: と Q : EQ = 1 : 2 * EQ : QG = 1 :
2

～ 4 で 用
HP = YZ であるから

YQ =

1λ 3 √5 =√5 cm

OEFQ = LEFH - OEQH

= 上 × 4 × 3√5 - I × 4 ×√5
=
0 √5 - 2√5

= 4√5mn



( 4 )

Aー③x

.

⇒ lon 欽l
ノーE へ① Q ③

1 G

O RAC CORQE において

ACIQE より 錯角 が 等 しので
∠ RAC = LRQE 一 の ①

LRCA = LREQ - ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

ORACS O REQ

( 3 ) * * より EQ = Q G = 1 : 2 ⇒ EQ : E G = に
3

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
ORAC の 高 さ : □ REQ の 高 さ = 1 : 3

∴ . O RE Q の 高 さ

=
× 1 O = ④= 5 cm

よって 三角 す PEF Q の 体積 は

4√ 5 × 5 , 5=～ OEFQLO REQ の

EFQさ ^
高 さ

* □ EFGHIP AEGC より OEFQ I O RER



⑤
( ) 点 A は Y = ax

上 にありx = 4
,
y = 4 なので

4 = ax 42

16 a = 4 ⇒
(2 ) 点 B は Y = - x 上 におり x = - 2 なので

Y = - ( - 2 )
:

= - 4 : B ( - 2 ,
- 4 )

点 C は 点 B C Y軸 について 対称 なので
、

C ( 2
～

二4 )

よて 直線 AC の 式 を Y = mxtn とおくと 、

1 次関数 では 傾 き = 変化 の割合 なの尺Y の 増加量 ⑦

m =

x の 増加量
(2 , - 4 ) 妾 8

=

年( - 4 ) C ∞
-

…

…7
2

4 - 2

= { = 4

: . Y =4 x tn でCL
を

通 るので2 -4
)

み = 4 ×2 × h ⇒ n = - 12

ょ 、 て Y = 4x -
12m



( 3 )

の①

QA =QP より OQAP は

二等辺三角形
.

H P
ll リ Q

い。 ッ話 議
匚 A

" " P県
中点

ニ 等辺三角形 の 性質 より

Q の x 座標 は AP の

中点 である
。

よって
,

Q の x 座標 は

哲
新

A
"

B
⑨ い ⑪

(x . y . ) (x
2 .

Y 2 )

A (x , は .
)
B (x 2 .

} 2 ) の 中点 の 座標 は

x座標=座標警



(2 )

点 Q は 直線AC 上
,

つまり

H
.

P Y = 4 x - 2 上 にありり

ハ x = 上 t + 2 なので後 s Q

y = 4 (It + 2 ) - 12

= 2 t + 8 - 12

(2 . - 4 )
= 2 t - 4

: . Q ( Itt 2 ,
2 t - 4 )

HD = より LQHD の 面積 は8

Ix × ( Itt 2 ) = 1Itt 2) 4

=2 t + 8
～

また
,
0 PHQ において 底辺 を PH とすると

、

PH = t
P ( t , 4 )

高 さ = 4 -2t 1(
= - 2 t t 8

α (It + 2 , 2t-442t4
,

よって 0 PHQ の 面積 は
> x軸

土 × t × ( - 2 tt 8 ) = - tt 4 t



DQHD = 3 × 0 PHQ より

2 tt 8 = 3 ( - t + 4 t )

3t
←

8 = 0 -10 t

t =
- ( - 1 o)
ェ

√ 0 -

=
=
2

,

よ
0 6

= 2
, 54

点 P は AH 上 にあるので
O ≡ t ≤ 4

であり , t = 2 , ⑤ はこれを 満 たす

よって t =2



回
い )

DABE COBCG において

⑦
⑧ AB は 円 の直径だから

∠ AEB = 900

よって

∠ AEB = LBCC = 900
ー の

LABE と LAC はE

AE に 対 する 円周角 だから

LABE = LACE - ②
～ ～

また ,

∠ ACE = LFCD + LACF
～

ー ③

LBCG = LFCD TLBCD ー ④
mm

∠ ACF = ∠ BCD と ③
.

④ より

LACE = LBCG-
⑤ M

②
.

⑤ より

∠ ABE = LBCG
～
mm 一

⑥

① . ⑥ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しの

OABES OBCG (証明終 わり )



(2 )

点 C から AB に 垂線 を

。

√Λ
.

下 ろした 足 を H とする 。

また ∠☆ は 直径 にBC

^ . 対する 円周角 なので
、0√ < ACB = 900

DABC で 三平方 の 定理
より

BC = N?
N
10 : √6

= 8
= 8 cm

また , OABC とOA におてCH

LACB =∠ AHC = 900 ー ①

共通 な 角 は 等 しいから
LBAC = LCAH ー②

①
.

② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
LABC ∞ OACH

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
ABSAC = Ac : AH
8 810

: 10 AH =36 ⇒ AH
=106 =

8



ここで OADC は CA = CD

へ の = 等辺 三 角形 であり
6 6 CHIAD であるから

^ 1 AH = DH

昂い季 八季八告
ノ

: AD = 58 × 2 = 56 cm
よって

BD = 10
- 56 = 54 cm

また ∠CAB = ∞ とすると

OADC は = 等辺三角形
より ∠ AD C =

対頂角 は 等 しから
」告 、

@

民季八季ノ
∞

:
∠ ADC =< BDE

∴ ∠ BD E = ⑪

さらに ,
BE に 対 する 円周角 は 等 しので

LCAB = LCEB

∴ ∠ CE B =⑧

以上 より ∠ BDE = ∠ BED なので O BDE は

=等辺 三角形 である 。

よって

BD = BE ⇒ BE = 4 cm



( 1 ) より □ ABES O BCG なので 対応 する 辺 の 比

は 等 しから
BE : CG = AB :BCm
# 10

:( OCG = 告 × 8

よって

CG = , 8 × ±
56

ニ ー cm

25
m～


